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とであった。1950 年に、201 名（44 世帯）が、翌年に
22 名（4 世帯）がチバック村に移住した（Flanders 
1986:110）。その後、チバック村の人口は増加し続け、
2005年では推定916名が暮らしている（State of Alaska 
2006）。2000 年の国勢調査によれば、総人口 765 名中、
19 歳以下の人口が総人口の 55％（418 名）を占めてい
る。 
 チバック村は総人口の95.5％（692名）をアラスカ先





年度 総人口 増加数 
1950 234 － 
1960 315 80 
1970 387 72 
1980 466 79 
1990 598 132 
2000 765 167 
2005（推計） 916 151 











東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange 5 (2006) 
 4












 クリスマスの時期のヨガックは、チバック村に人々が住み始めた 1950 年に既に開催されていた
（Flanders 1986: 111）。当時のクリスマス時期のヨガックでは、隣村のフーパーベイ村住民がチバ
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また、N 氏（女性）とその義理の母であるO 氏は全パフォーマンス中、一度ステージ上でN 氏の
子が踊るそばでヨガックを踊った。 
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校活動協会（Alaska School Activities Association）がアラスカ州内の高校生を対象として実施した
調査では、バスケットボールはもっとも多くの高校生が参加する活動であった。また、男子高校生
は好きなスポーツの第一位に、女子高校生はバレーボールに次ぐ第二位にバスケットボールをあげ
た（Alaska School Activities Association 2005:4-5）。 
 チバック住民がバスケットボールに触れるようになったのは 1960 年代のことであるが、その当
時はそれほど人気のある活動ではなかった。例えば、1962年及び1965年発行の学校新聞「チバッ
ク･ツンドラ」の児童紹介記事において、5名の男子児童が趣味、もしくは好きなスポーツとしてバ

































開催期間 大会名 開催村 
12月16日～17日 フーパーベイ・クラッシック フーパーベイ 
12月26日～31日 クリスマス･トーナメント チバック 
1月4日 不明 フーパーベイ 
1月6日、7日 対外試合（高校） チバック 
1月7日～10日 トーナメント ヌフタック 
1月13日、14日 対外試合（中学） チバック 
1月19日～22日 KCUKトーナメント チバック 
1月27日 対外試合（中学） スキャモンベイ 
1月28日 対外試合（高校） ウラナクリート 
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2 月にかけて合計 3 つの大会がチバックで開催された。さらに、こうしたチバック村開催の試合に
他村での大会開催を加えると、12月下旬から1月下旬にかけて、ほぼ毎週チバック村及び近隣村落
のどこかで大会が開かれていたことになる。 





される高校女子バスケットボール大会である10。2005 年度大会は 12 月 16 日から 2 日間続いた。
参加チームはフーパーベイ、チバック、スキャモンベイ、そしてノームの4チームであった。大会















































ベイ村の古老二名（I 氏、J 氏）を訪問した。そのうちの一人 I 氏はG 氏の娘婿の父で、孫からみ
れば父方祖父にあたる。G 氏は I 氏宅で食事をご馳走になり、お茶を飲みながら 40 分ほど歓談し
た後、I氏宅を去った。G氏は I氏宅を離れる前に、I氏に「クリスマスプレゼント」と言って、小
切手を手渡していた。次にG氏はJ氏の自宅を訪問した。G氏とJ氏との間の系譜関係の有無は不










                                                     
12 高校生が参加するバスケットボール大会の場合、上記の賞以外に所属選手のGPA平均がもっとも高いチーム
に「アカデミック・アワード」が送られる。 
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たちを訪問していた。例えば H 氏宅には隣村のフーパーベイ村に暮らしている彼の母親 K 氏が滞
在していた。H 氏一家とクリスマス休暇を過ごすためにチバック村に滞在していた K 氏は、H 氏
の妻のL 氏とともに試合を見に行ったり、H 氏宅の隣に暮らすM 氏を訪問したりなどしてチバッ
ク滞在を楽しんでいた。ちなみに、M 氏はH 氏の妻であるL 氏の祖母の姉妹という関係にある。




































































laska School Activities Association  
r 48(27). 
C
undra (School Newspaper) September, Chevak Day School. 
hool. 
F

























2005 “”ASAA Winter 2005 Newslette
hevak Tundra 
 1962a Chevak T
1962b Chevak Tundra (School Newspaper) December, Chevak Day School. 
1963 Chevak Tundra (School Newspaper) May, Chevak Day School. 
1964 Chevak Tundra (School Newspaper) December, Chevak Day Sc
1965 Chevak Tundra (School Newspaper) February, Chevak Day School. 
1967 Chevak Tundra(School Newspaper), Chevak Day School. 
ienup-Riordan, Ann 
1986 When Our Bad Se




199  Eskimo Encounter with 
O
199 Passages: Rule and Ritual in Yup’ik Eskimo Oral Tradition, Norman 
Flan
mic Change and Cultural Continuity in an Alaskan Community, 
t
Jacob




kimo Ceremonialism, Seattle and London: University of Washington Press. 
異に関する社会形態学的研究』宮本卓也訳、東京：未来社
McDi son 
petence: A Study of An Indigenous Primary Prevention 
Mén
f the Seal, Chicago: Loyola University Press. 
M
umming: A Summary of Recent Research on Yup’ik Ceremonialism, 
Pinga
ies: History and Culture, Unpublished Manuscript, Chevak, Kashunamiut 
State a Division of Community Advocacy) 
Harvest Disruption on the Yukon Delta, Alaska Anthropological Association Monogr
eries #1, Anchorage, Alaska Anthropological Association. 
1 The Real People and the Children of Thunder-The Yup’ik
Moravian Missionaries John and Edith Kilbuk, Norman and London, University of 
klahoma Press. 
4 Boundaries and 
and London: University of Oklahoma Press. 
der, Nicholas Edward 
1986 Passage: Socioecono
Ph.D Dissertation, Columbia Universi y.  
son, Steve A. 






 1947 Alaskan Es
モース、マルセル（Mauss, Marcel） 
1981 『エスキモー社会 その季節的変
（Eassai sure les variations asisonniéres, des sociétés Eskmos: Étude de morphologie 
sociale’, 1906）。 
armid, G William
1983 Community and Com
Organization in an Alaskan Village, White Could Journal 3(1): 53-74. 
ager, Francis M. 
1962 The Kingdom o
orrow, Phyllis 
1984 It is Time for Dr
Etudes/Inuit/Studies 8:113-140. 
yak, John F. 
1998 Cup’ik Stud
School District. 





uk, Bethel: KYUK Video Productions. 
ネ
展』水谷豊訳、東京：YMCA同盟出版部（Basketball 
2000 Community Database Online, http://www.dced.state
DB.htm 
K TV Pro
1983 People of Kashun
イスミス、ジェームス（Naismith, James） 
1983(1980) 『バスケットボール その起源と発
It’s origin and development, Association Press, 1941）。 
